







Effects of Denture Cleanser on Denture Materials 
Part 1 Evaluation process
MOTOYUKI OHUCHI AKIHIRO KUROIWA TETSUYA TAKAMATA
































































































































































































































































































































































































レ　ジ　ン　床 ○ × ○




陶　　　　　歯 ○ ○▲ ○
○：使用上問題が少ないもの
×：使用により義歯材料の劣化するもの
△：製品間の差がかなり認められるので，ここでは一
　　例として示した
▲：維持のための金属部分が腐食することがある
ける必要があると同時に，歯科医である我々は，
その特徴を十分患者に説明する必要がある．
2．物理学的計測について
1）色差
　日常われわれが目にする物体の判断は感覚的に
行われている．言い換えれば，物体に入射した光
は反射光として人間の眼球を通して網膜に入り，
微小な電気信号に変換されて神経線維を伝達し大
脳の視覚領に送られる．ここで色彩の情報が知覚
され，さらに高次の大脳系により様々な感情を誘
起する12）．したがって，同じ色を見てもその表現は
色々で，色を正確に表現し，伝えるための測定法
が考えられている．一般に，測色法は，直接，人
の目により色を判定する視感的方法と，目の代わ
りに受光器を用いる物理的方法に大別13｝され，視
感的測定法はJIS　Z　8723にみられるように色を直
接比較する方法と，混色による測色とに分けられ
る．いずれにせよ人間の目による色の比較という
ことになり，その判断は定量的ではない．今回の
実験においては値の定量性を考え，色差計を用い
て測定した．色差計は，色を色相，明度，彩度と
いう数値で表し，色と色の差（色差）を数値で表
したものである．今回，測定試料片が1片である
ため，測定結果の平均を見ることができなかった
が，測定対象となる試料によっては，測定値にば
らつきがあり，再度試料片を増やして測定する必
要がある．
2）光沢度
　JISに定められている歯科用合金の変色試験
は，耐水研磨紙にて研磨した試料をO．1％硫化ナト
リウム溶液に浸漬した後，視感により標準指標と
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比較することによって行われる．しかし，それに
は大きな欠点があり，有彩色金属は色のほかに光
沢があるから測定値が暖昧になってしまう．光沢
は正反射成分を測定することによって比較されて
いる．金属はいわゆる金属光沢を有する．殆どの
金属は，光を一旦吸収した後，可視光線領域では
殆ど全てを反射するが，金や銅などの有色金属は，
あるいは光沢を有する有彩色な変色試料などは特
定の波長域を吸収すると言われている14）．
3）表面あらさ
　金属の変色が見られた場合，表裏一体現象であ
る腐食が考えられる．腐食は化学的あるいは電気
化学的作用によって表面から消耗する現象である
ので，腐食を定量的に表現するために表面あらさ
を測定し，特に今回は，中心線平均あらさを求め
た．中心線平均あらさは，あらさ曲線からその中
心線の方向に測定長さの部分を抜取り，この抜取
り部分の中心線とあらさ曲線との絶対値を平均し
た値である．EVACLEANに浸漬した12％金含有
銀パラジュウム合金とCo－Cr合金において表面
あらさについて変化が見られ，その原因はEVA－
CLEANが高いpHであるからであると考えられ
る．これはpHが中性とアルカリ性の違いにより
義歯材料に影響が及ぼすとの報告8）に一致した．
4）pH値
　浜田ら1°）は義歯洗浄剤中の同一成分において
も，その量やpHの違いで義歯材料に影響がある
と報告している．今回，各洗浄剤のpH値を測定し
た結果，EVACLEANは，高いアルカリ性の値を
示し，義歯材料への影響があると考えられるもの
の，アルカリ性の洗浄剤は着色性の汚れには有効
であるという利点から，適切な使用方法を用いる
ことによって効果の期待できる洗浄剤といえる．
結 論
　市販義歯洗浄剤を用いて義歯床用金属への影響
を調査するために，その評価方法について検討し
た．その結果次の結論が得られた．
1．TiをEVACLEAN，　DENTFREEに浸漬し
　たところ光沢度が減少した．
2．12％金含有銀パラジュウム合金とCo－Cr合
　金をEVACLEANに浸漬した時に表面あらさ
　に変化が生じた．
3．各種義歯洗浄剤のpHを測定したところ，
EVACLEANはアルカリ性であった．
4．一般に光沢度の測定が金属の表面変化を調べ
るのに有効であることが示唆された．
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